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１．はじめに 
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)1の図書館サブコーパスには，書籍テキス

トが 10,551 サンプル収録されている。大規模な書籍コーパスをより有効に活用し，テキス

ト研究を進めるためには，種々の書籍テキストをさまざまな観点から分類できることが望

ましい(EAGLES1996)。また，BCCWJ に収録されるテキストの文体を計量的に考察する

試みはすでにいくつか行われている（小磯ほか 2008，間淵ほか 2010，小磯ほか 2011）。国

立国語研究所の共同研究プロジェクト「テキストの多様性を捉える分類指標の策定」にお

いて，書籍テキストを所望の目的で分類するために，書籍テキストの多種多様な形式，内

容，表現に関わる特徴を捉えるための分類指標の設計と検証とを行っている（柏野・奥村

2012，保田ほか 2012）。 
 本稿では，はじめにアノテーション作業の概要を述べる。そして，現時点でのアノテー

                                                  
 waka@ninjal.ac.jp 
1 詳細は http://www.tokuteicorpus.jp/。 
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ションの途中経過報告として，すでに分類指標を付与した 3,494 テキストの分類結果の内

訳と，そこから得られた典型例及び，文体の特徴を支える言語的特徴について述べる。そ

して，本作業を通し，図書館サブコーパスにどのような文体をもつテキストがどのように

分布して収録されているのかを把握することができることを示す。 
 
２．アノテーション作業 
２.１ 分類指標の設計 

BCCWJ に収録されている書籍サンプルには，NDC（日本十進分類法）によるジャンルや，

C コード（日本図書コード）による販売対象，発売形態，また，著者情報，形態論情報など

が付与されており，それらを利用して，半自動的に種々の観点から分類することは可能で

ある。しかしながら，EAGLES(1996)がコーパスへ付与することが望ましいと挙げる，(A)
対象読者に想定される読解レベル（難易度），(B)テキストの作成意図，(C)さまざまな文体

情報の 3 種に関する情報は C コード以外には与えられておらず，それらの観点によるテキ

ストの分類や抽出は困難である。そこで，(A)を補う「専門度」，(B)を補う「客観度」，(C)
を補う「硬度」「くだけ度」「語りかけ性度」という，あわせて 5 つの分類指標を新たに

設計した。EAGLES(1996)でコーパスに備えることが望ましいと議論されている「文体情報」

とは，形式性，親疎性，口語性に関わる文体情報だと言える。よって，その形式性，親疎

性を問うものとして「硬度」と「くだけ度」の指標を，口語性を問うものとして「語りか

け性度」という指標を設けた。 

(a) 専門度 

テキストの専門度を想定読者のスケールで測ることとし，次の 5段階の選択肢を設けた。 

1 専門家向き 

読む前提に高度な専門知識が必要なもの 

それを仕事にしているような人向きのもの  

2 やや専門的な一般向き 

読む前提に多少の専門知識が必要なもの 

3 一般向き 

特に専門的な内容ではないもの 

専門的な内容であっても，読む前提に専門的知識を特に必要とせず，一般向きに書かれているもの 

4 中高生向き 

中高生向きに書かれているもの 

専門性の有無にかかわらず，中高生でも読めそうなもの 

5 小学生・幼児向き 

明らかに小学生や幼児向きとして書かれているもの 

このときの「専門性」はテキストを理解する上での「高度な知識の必要性」の有無と考

える。たとえば，パソコン関係では，技術者や研究者向きであれば「専門家向き」であり，

やや高度な知識を必要とするパソコンを趣味にしている人向きであれば「やや専門的な一

般向き」であり，家庭向きであれば「一般向き」と考える。 

(b) 客観度 

 テキストの書き手の意図を捉えるための指標を検討した。「論説，随筆，報告文，紀行文，

手順書・・・」といったような体系的な分類案を作成し，それに基づいた指標の付与が理

想であるが，指標の設計やその判断にかかる負荷が大きいことが予測されるため，今回の

試行作業ではそのようは指標は設けなかった。代わりに，書き手の態度には「客観的」か

「主観的」かの区別があると考え，その判断付与を行うこととした。次の 4 段階の選択肢

を設けた。 
1 とても客観的 

2 どちらかといえば客観的 
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3 どちらかといえば主観的 

4 とても主観的 

ここで「客観的」とは，主に，事実，観察，論証などが述べてあるもの。誰が読んでも

納得できる妥当性が高いもの。「主観的」とは，主に，経験や感想などが述べてあるもの。

妥当性は筆者の自由と定義する。なお，これはノンフィクションと判断をしたテキストに

ついてのみ付与する。 
(c) 硬度 

 テキストの文体の形式性，親疎性を捉えるために「硬いか軟らかいか」を判断すること

とした。「硬い」とは，かしこまっている感じ，堅苦しい感じであり，「軟らかい」とは，

かしこまっていない感じ，親しみやすい感じである。次の 4 段階の選択肢を設けた。 
1 とても硬い 

2 どちらかといえば硬い 

3 どちらかといえば軟らかい 

4 とても軟らかい 

(d) くだけ度 

 テキストの文体の形式性，親疎性を捉えるためのもう一つの指標として，さらに「くだ

けているか」を問うこととした。「くだけているか」の逆には「改まっているか」を想定す

るが，「改まっているか」の度合いは問いにくいと考えた。よって，ここでは「くだけてい

る」度合いを問う，次の 3 段階の選択肢を設けた。 
1 とてもくだけている 

2 どちらかといえばくだけている 

3 くだけていない（＝改まっている） 

(e) 語りかけ性度 

 テキストの文体の口語性を問うものとして「語りかけ性度」という指標を設けた。口語

性の高いテキストを「語りかけ性がある」ものと捉えることとした。たとえば，「あなた」

や「みなさん」などの呼びかけ表現や，「でしょう」「ではないでしょうか」といった問い

かけや相づちを求めるような文末表現など，読み手に直接的に語りかけているような表現

があるものを，「語りかけ性がある」ものと考える。それら「語りかけ性」の度合を問う選

択肢として次の 3 段階のものを設けた。 
1 とても語りかけ性がある 

2 どちらかといえば語りかけ性がある 

3 特に語りかけ性はない 

 
２.２ アノテーション作業の概要 

作業対象と内容は次のとおりである。また，アノテーション作業は，次のとおり二段階

で進めている。 
[作業対象と内容] 
対象テキスト：BCCWJに収録されている図書館サブコーパス（10,551サンプル）の書籍テ

キスト。 
1テキストの範囲と長さ：コーパス収録テキストの分類指標とするため，その一部を字数

を揃えて抽出することはせず，1サンプル全体を範囲とする。1テキストの平均はおよそ

3,000語。 
作業ファイル：サンプルを取得した書籍の紙面コピーの電子化ファイルを参照する。 
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作業量：１セット約400～500の書籍テキストに対する指標付与を延べ約10日で行う。 
内容： 
①形式による判定を行う。構造的に単純なテキストタイプ（例：章節構造）であれば細分

類の対象とする2。 
②細分類をする。「専門度，客観度，硬度，くだけ度，語りかけ性度」の分類指標を付与

する。 
 

[作業の一段階目] 
目的：人手付与の作業上の問題点の検討，典型例の抽出，分類指標の検証及び基準の検討。 
態勢：判断のゆれを検証するために同一サンプルを作業者3人で判定。 
判断：付与すべき指標の種類についてごく簡単な説明があるのみ。 
付与済テキスト数：3,324テキストを判定し，細分類を付与したのは2,672テキスト。 

 
[作業の二段階目（途中）] 
目的：全10,551サンプルへの付与。 
態勢：1サンプル1人以上の判定と機械判定の相互参照。 
判断：判断事例付きマニュアルを参照。 
付与済テキスト数：本稿作成時，細分類の付与済みは，現時点3,494テキスト。 
 
３．アノテーション作業結果 
３.１ 分類指標の付与結果 
 細分類付与済みの 3,494 テキストについて，その付与結果の内訳を表 1 に示す。なお，客

観度はノンフィクションのみ対象としているため，現時点の付与済みテキスト数は 2,314 で

ある。 
表 1 分類指標の付与結果 (3,494 テキスト) 

 専門度は「一般向き」が多い。客観度も真ん中あたりが多いが，そのうち，「どちらかと

いえば客観的」の方が多い。硬度はさらに真ん中あたりが多いが，そのうち，「どちらかと

いえば軟らかい」の方が多い。くだけ度は約 3 分の 1 近く「どちらかといえばくだけてい

る」である。語りかけ性度は「とても」と「どちらかといえば」をあわせて約 4 分の 1 で

ある。 
 

                                                  
2 対象外とした形式が特徴的なテキスト（例：対談，Q&A 形式，図解，用語解説）については，一定量が分

類されてから細分類を検討する予定でいる。 

専門度
テキスト
数・(%)

客観度
テキスト
数・(%)

硬度
テキスト
数・(%)

くだけ度
テキスト
数・(%)

語りかけ性度
テキスト
数・(%)

専門家向き 91(3%) とても客観的 427(18%) とても硬い 207(6%)
とてもくだけて
いる

186(5%)
とても語りかけ
性がある

326(9%)

やや専門的な
一般向き

345(10%)
どちらかといえ
ば客観的

904(39%)
どちらかといえ
ば硬い

1135(32%)
どちらかといえ
ばくだけている

1020(29%)
どちらかといえ
ば語りかけ性
がある

572(16%)

一般向き 2685(77%)
どちらかといえ
ば主観的

623(27%)
どちらかといえ
ば軟らかい

1834(52%) くだけていない 2288(65%)
特に語りかけ
性はない

2596(74%)

中高生向き 195(6%) とても主観的 360(16%) とても軟らかい 318(9%)

小学生・幼児
向き

178(5%)
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３.２ 分類の典型例 
 ここでは，[作業の二段階目]で使用したマニュアルに掲載した典型例（サンプルの出典は，

BCCWJのサンプルIDと書名とで記す）を示す。 
 

    (1)専門度：1 専門家向き   （LBi4_00021『がんと遺伝子』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(2)専門度：4 中高生向き   （LBf9_00090『超魔炎獄変』） 
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 (3)客観度：1 とても客観的   (4)客観度：4 とても主観的 

 （LBo3_00158『行政法要論』）     （LBo3_00132『教師をめざす若者たち』） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5)硬度：1 とても硬い（LBi3_00033『現代法社会学入門』） 

160



 

(6)硬度：4 とても軟らかい（LBa4_00010『恐竜の世界をたずねて』） 

 
(7) １ とてもくだけている（LBf9_00067『男はオイ！女はハイ…』） 
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(8) １ とても語りかけ性がある（LBt1_00013『5 分間集中力トレーニング』） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３.３ 文体の特徴を支える言語的特徴 
 5 つの分類指標のうち，硬度，くだけ度，語りかけ度を判定する際に手掛かりとなりそう

な言語的特徴を，これまでの作業で得られている典型例の範囲で分析した。判定基準とす

るにはさらに分析が必要であるが，現段階に捉えられた特徴を以下に述べる。 
 硬度判定の参考情報を次の表 2 に示す。 
 

表 2 硬度判定の参考情報 

硬い 軟らかい 

和語：漢語 

（平均は 6：2） 
5:3 7:1 

語彙 

難解 平易 

新密度の低い語（学術・専門用語） 接頭辞「御（お・ご）」 

感動詞ほとんどなし 副助詞（～か，たり，や，まで等）

数詞が多い 

 文語助動詞（べし） 

副詞 
いかに，より等のかしこまった語

バリエーションが豊富 
出現頻度は平均より低い 

接続詞 

ないし，いかに等のかしこまった

語 
 

使用率は平均より少し高め 

文末 終助詞はほとんどなし 
です・ます 

「である」はほとんどなし 

主語・述語 抽象物の主語＋受動態の述語  

その他 
疑問・回答が対応 

記号が多い 
断定・定義を表す文 
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くだけた印象を与えるサンプルに特徴的な点を以下に列挙する。 

 

 述語省略など，文法的に破格の文がある 
 一人称が主語の文が多い 
 平易な語に加え，俗語がある 
 音変化（拗音化，撥音化など）の語がある 
 オノマトペが多い 
 感覚や感情表現が多い 
 回答のない，いいっぱなしの疑問文がある 
 終助詞（ね，よ等）がある 
 「～だ。」で終わる文が平均より多め 
 外来語が多い 
 副詞はバリエーションが豊富で，出現頻度が平均より高い 

 

 最後に，語りかけ性度判定の参考情報を表 3 に示す。 

 

表 3 語りかけ性度判定の参考情報 

  語りかけ性がある 語りかけ性はない 

語種   固有名詞（人名・地名など）が多い 

語 
「あなた，みなさん」などの呼びかけ 

  
「自分」が多い 

文末 

「ます」／終助詞「ね」が多い 

「た」が多い 
意志推量「だろう，でしょう」などが多い

体言化（「～のです，～ということだ」 

など）が多い 

 

４．おわりに 
 BCCWJに収録する書籍コーパスの有効活用を可能とするための分類指標の人手付与作業

の概要と，作業の途中経過を報告した。 
 人手判定の一方で，表層的な情報を利用した機械判定を試みている。Support Vector 
Regression によるランキングを行ったところ，機械判定と人手判定の相関は見られた。中で

も，専門度，硬度，くだけ度の相関は高かった。現在，機械判定と人手判定のずれを対照

させ，人手判定の見直しを行っている。さらに人手判定の基準を明確にすることで，機械

判定の精度向上も目指したい。 
 今年度がプロジェクトの最終年度である。最終成果として，分類指標の明確な基準を示

すとともに，BCCWJ の図書館サブコーパスに収録される 10,551 サンプルの全てに分類指標

を付与し，コーパスの研究や教育の利用価値を高めることを目指す。 
 さらに文体的な特徴を支える言語表現の分析を進め，辞書記述への応用を考えている。 
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